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平
成
29
年
度
の
長
岡
市
の
決
算
︵
見
込
み
︶
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
﹁
人
づ
く
り
﹂﹁
仕
事
づ
く
り
﹂
に
よ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
長
岡
版
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
︵
新
た
な
価
値
の
創
造
・
変
革
︶
の
推
進
、

産
業
振
興
と
働
く
場
の
確
保
、
教
育
環
境
の
充
実
と

人
材
育
成
、
若
者
の
活
躍
と
市
民
の
力
の
応
援
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
や
生
活
に

密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
平
成
29
年
豪
雨
や
台
風
、

豪
雪
へ
の
対
応
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
集
落
支
援
員
の
配
置
な
ど
中
山
間
地
域
や

支
所
地
域
の
持
続
・
発
展
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
長
岡
開
府
４
０
０
年
の
機
運
醸
成

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
決
算
の
内
容
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
市
議

会
で
認
定
を
受
け
ま
す
。

日
本
一
の
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る

長
岡
モ
デ
ル
の
地
方
創
生
を
推
進

29
年
度
決
算

一 般 会 計
歳入 1,315億5,378万円
歳出 1,299億9,008万円

差し引き※ 15億6,370万円
※ このうち11億5,916万円は、平成30

年度に繰り越した事業の財源に充て
ます

  貯金 107億6,237万円
( 基金残高 ) 【前年度比△ 32 億 3,392 万円】

同規模の市で上位

  借金  1,519億 396万円
( 市債残高 ) 【前年度比＋６億 7,741 万円】
　市民１人当たり　55万６千円

　　　　【前年度比＋６千円】

　※県内20市の平均65万円
（平成28年度末）

いくらある？貯金と借金

特 別 会 計
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差し引き

国 民 健 康 保 険 279億5,587万円 274億2,308万円 5億3,279万円※
国 保 寺 泊 診 療 所 7,889万円 7,889万円 －
後 期 高 齢 者 医 療 25億5,662万円 25億5,461万円 201万円
介 護 保 険 275億6,674万円 269億6,418万円 6億   256万円※
診 療 所 3億2,990万円 3億2,990万円 －
と 畜 場 1億4,261万円 1億4,261万円 －
浄 化 槽 整 備 4,555万円 4,555万円 －
簡 易 水 道 4億6,832万円 4億6,140万円 692万円

特定の収入（保険料や使用料など）で、その事業の支出を賄う会計

企 業 会 計
区　　分 収　　入 支　　出 内部留保資金による補てん 差し引き

水道
事業

収 益 的 収 支 62億5,842万円 53億2,714万円 － 9億3,128万円
資 本 的 収 支 12億7,118万円 42億　750万円 29億3,632万円 　　　－　　　

下水道
事業

収 益 的 収 支 100億7,713万円 97億7,889万円 － 2億9,824万円
資 本 的 収 支 59億7,033万円 94億　397万円 34億3,364万円

その事業で得られる収入で支出を賄う独立採算制の会計

※決算資料は、アオーレ長岡１階の行政刊行物コーナーや各支所情報公開コーナーで９月上旬（予定）から閲覧できます

※ 国や県から受け
取る負担金が多
かったことなど
によるものです。
もらい過ぎた負
担金は、平成30
年度に返します

問
財
政
課
Ｔ
39
・
2
2
0
9

県内20市の平均以下

　
越
路
地
域
・
朝
日
の
旧
平
澤
家

住
宅
︵
松
籟
閣
︶
が
国
の
重
要
文

化
財
に
答
申
さ
れ
、
今
後
、
正
式

に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
旧
平
澤
家
住
宅
は
、
朝
日
酒
造

㈱
を
創
立
し
た
平
澤
與よ

之の

助す
け

の
住

宅
と
し
て
昭
和
９
︵
１
９
３
４
︶

年
に
完
成
。
現
在
は
同
社
が
所
有

し
、﹁
松
籟
閣
﹂
と
し
て
広
く
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
15
︵
２

０
０
３
︶
年
に
は
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
外
観
は
重
厚
な
和
風
建
築
と
し
ゃ

れ
た
洋
風
建
築
を
並
べ
た
変
化
あ

　
平
成
27
年
12
月
に
開
通
し
た
台

町
川
崎
線
が
、
優
れ
た
街
路
整
備

を
表
彰
す
る
全
国
街
路
事
業
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
国
土
交
通
大
臣
賞
、
全
国
街

路
事
業
促
進
協
議
会
︵
主
催
︶
会

長
賞
に
次
ぐ
賞
で
、
県
内
の
市
町

村
で
初
の
受
賞
で
す
。

　
台
町
川
崎
線
は
、
長
岡
駅
と
国

道
17
号
長
岡
東
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ

幹
線
道
路
で
、
行
政
機
関
や
高
校

が
立
地
。
大
手
橋
を
４
車
線
化
し
、

自
転
車
・
歩
行
者
用
レ
ー
ン
を
整

備
し
た
こ
と
で
、
安
全
な
交
通
が

地域で育てる
文化財に

朝日酒造㈱
取締役
西脇美智子さん

　文化財は敷居が高いと思わ
れがちですが、せっかく残す
なら地域のみなさんに使って
楽しんでいただきたいと、茶
会や寄席などを行ってきまし
た。重要文化財となることで、
改めて地域の財産であること
を実感しています。今後も地
域のみなさんや行政と一緒に、
この財産に新たな価値が生ま
れ育つよう活動していきたい
と思います。

問
科
学
博
物
館
Ｔ
32
・
０
５
４
６

問
道
路
建
設
課
Ｔ
39
・
２
２
３
１

松し
ょ
う

籟ら
い

閣か
く（
越
路
）が

国
の
重
要
文
化
財
に

る
造
り
が
特
徴
で
、内
部
は
各
所
を

繊
細
な
デ
ザ
イ
ン
で
装
飾
し
て
い

ま
す
。昭
和
初
期
の
優
れ
た
住
宅

建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
振
興
、
交
流
へ

　
市
内
の
重
要
文
化
財
︵
建
造
物
︶

の
指
定
は
、
越
路
地
域
の
旧
長
谷

川
家
住
宅
に
続
き
、
36
年
ぶ
り
２

件
目
と
な
り
ま
す
。
近
く
に
は
県

内
有
数
の
紅
葉
の
名
所
﹁
も
み
じ

園
﹂
も
あ
り
、
今
後
、
官
民
連
携

で
観
光
振
興
や
交
流
人
口
の
増
加

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル

「
台
町
川
崎
線
」が

優
秀
賞
！

県内
市町村初

確
保
さ
れ
、
中
心
市
街
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
除

雪
し
た
雪
の
一
時
保
管
所
︵
堆
雪

場
︶
を
雪
の
な
い
時
期
に
花
壇
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
、
住
宅

地
や
大
規
模
商
業
施
設
が
整
備
さ

れ
雇
用
創
出
と
人
口
増
加
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲全国街路事業コンクールで優秀賞を
受賞した台町川崎線
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